
(57)【要約】

【課題】太陽仰角の変化を日々少しづつ繰り返し追うこ

とで、パワーやストロークの不足を補いながら、電気エ

ネルギーを使用せず、目的物を太陽仰角の異なる夏、冬

の季節に応じた適切な位置に確実に移動させる太陽光自

動追尾装置を提供すること。

【解決手段】太陽光が冬用集光ミラー２－２によって集

光され、形状記憶合金ばね３－２が加熱されて収縮し、

往復軸５－２が右方向に移動し、往復軸５－２に設置さ

れているラッチ６－２が、歯車１０－２を１単位量時計

回りの方向に回転させる。歯車１０－２が回転すると、

駆動軸８が時計回りの方向に回転する。そして、駆動軸

８の回転運動がウォームギア７を介して追尾用回転軸９

に伝達され、追尾用回転軸９が反時計回りに回転する。

追尾用回転軸９が反時計回りに回転することによって、

追尾用回転軸９に設置された太陽電池パネル１の太陽へ

の仰角が下降する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 季 節 に よ る 太 陽 仰 角 の 変 化 に 自 動 的 に 追 尾 さ せ て 、 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 仰 角 を 制
御 す る 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 で あ っ て 、
　 太 陽 光 を 集 光 す る 集 光 手 段 と 、 該 集 光 手 段 に よ り 集 光 さ れ た 太 陽 熱 に よ り 伸 縮 す る 熱 変
形 部 材 と 、 該 熱 変 形 部 材 の 伸 縮 に よ り 生 ず る 往 復 動 を 一 方 向 の 回 転 運 動 に 変 換 す る 往 復 動
－ 回 転 運 動 変 換 手 段 と か ら 構 成 さ れ る セ ン サ 兼 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 と 、
　 上 記 往 復 動 － 回 転 運 動 変 換 手 段 に よ り 得 ら れ た 回 転 運 動 を 、 駆 動 軸 を 介 し て 太 陽 エ ネ ル
ギ ー 利 用 機 器 に 伝 達 し 、 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 変 化 さ せ る 駆 動 機 構 と
、
　 上 記 駆 動 機 構 に 設 け ら れ 、 上 記 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 が 所 定 値 に 達 し
た と き 、 上 記 回 転 運 動 の 伝 達 を 制 限 す る 手 段 と を 備 え 、
　 上 記 集 光 手 段 は 、 一 日 の 内 の あ る 特 定 の 時 間 帯 に お け る 太 陽 高 度 が 、 予 め 定 め ら れ た 範
囲 内 に あ る と き 、 太 陽 光 が 上 記 熱 変 形 部 材 に 集 光 し 該 熱 変 形 部 材 を 加 熱 す る よ う に 配 置 さ
れ 、 一 日 内 に お け る 上 記 熱 変 形 部 材 の 加 熱 と 冷 却 に よ り 上 記 熱 変 形 部 材 を 伸 縮 さ せ 、 こ の
伸 縮 に よ り 生 ず る 往 復 動 に よ り 上 記 駆 動 軸 を 単 位 量 ず つ 回 転 さ せ 、 上 記 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利
用 機 器 の 仰 角 を 変 化 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 集 光 手 段 と 熱 変 形 部 材 と 往 復 動 － 回 転 運 動 変 換 手 段 か ら 構 成 さ れ る セ ン サ 兼 ア ク チ
ュ エ ー タ 機 構 が ２ 組 設 け ら れ 、
　 一 方 の セ ン サ 兼 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 に よ り 上 記 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角
を 第 １ の 方 向 に 変 化 さ せ 、 他 方 の セ ン サ 兼 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 に よ り 上 記 太 陽 エ ネ ル ギ ー
利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 第 ２ の 方 向 に 変 化 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 往 復 動 － 回 転 運 動 変 換 手 段 は 、 熱 変 形 部 材 の 伸 縮 に 応 じ て 往 復 動 す る 爪 部 材 と 、 該
爪 部 材 が 第 １ の 方 向 に 動 く と き 、 該 爪 部 材 に よ り 送 ら れ て 駆 動 軸 を 単 位 量 回 転 さ せ 、 該 爪
部 材 が 第 ２ の 方 向 に 動 く と き は 上 記 駆 動 軸 を 回 転 さ せ な い よ う に 構 成 さ れ た 歯 車 部 材 と を
有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 集 光 手 段 は 、 上 記 往 復 動 － 回 転 運 動 変 換 手 段 に よ り 得 ら れ た 回 転 運 動 に よ り 、 太 陽
を 追 尾 す る よ う に 駆 動 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 太 陽 光 を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る 太 陽 電 池 、 自 然 光 を 建 築 物 内 部 に 導 き 建
築 物 内 部 を 照 明 す る 光 ダ ク ト 装 置 、 太 陽 光 を 利 用 し た 温 水 設 備 等 、 太 陽 光 を 利 用 す る 太 陽
光 利 用 設 備 に お け る 採 光 量 増 加 の た め の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 省 エ ネ ル ギ ー や 二 酸 化 炭 素 の 排 出 削 減 に よ る 環 境 保 護 の 必 要 性 が 注 目 さ れ て お り 、
こ の 要 望 に 応 え る た め 太 陽 光 の 効 果 的 な 利 用 が 望 ま れ て い る 。
　 太 陽 光 を 利 用 す る 設 備 と し て は 、 前 記 光 ダ ク ト 装 置 、 太 陽 電 池 、 太 陽 光 温 水 設 備 等 が あ
る 。
　 太 陽 光 の 高 度 は 季 節 、 時 間 に よ っ て 変 化 す る 。 こ の た め 、 こ の よ う な 設 備 に お い て は 、
太 陽 電 池 等 の 受 光 面 が 太 陽 光 の 方 向 に 向 く よ う に 、 太 陽 光 を 追 尾 さ せ 太 陽 光 を 効 果 的 に 利
用 可 能 と す る こ 　 　 と が 望 ま れ る 。 そ の た め の 太 陽 光 追 尾 装 置 が 種 々 提 案 さ れ て い る 。
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　 こ の よ う な 太 陽 光 追 尾 装 置 と し て 、 電 気 エ ネ ル ギ ー な ど の 他 の エ ネ ル ギ ー を 使 用 す る こ
と な く 、 形 状 記 憶 合 金 や バ イ メ タ ル な ど 温 度 に よ っ て 変 形 す る 材 料 を 使 っ て 太 陽 追 尾 を 行
う ア イ デ ア も 多 数 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 、 特 許 文 献 ３ な ど 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ５ ０ ９ ４ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ８ ０ １ ６ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ６ － ８ ６ ４ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 電 気 エ ネ ル ギ ー な ど の 他 の エ ネ ル ギ ー を 使 用 す る こ と な く 、 形 状 記 憶
合 金 や バ イ メ タ ル な ど 温 度 に よ っ て 変 形 す る 材 料 を 使 っ て 太 陽 追 尾 を 行 う ア イ デ ア は 多 数
提 案 さ れ て い る が 、 実 用 化 さ れ て い る の は わ ず か で あ る 。
　 こ れ は 駆 動 力 が 弱 い 、 作 動 と 非 作 動 の 温 度 差 が 大 き い 、 ス ト ロ ー ク が 小 さ い 、 耐 久 性 が
無 い な ど の 理 由 に よ る も の で あ る と 考 え ら れ る 。
　 本 発 明 は 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 本 発 明 は 太 陽
仰 角 の 日 々 の 変 化 が 小 さ い 事 に 注 目 し 、 太 陽 仰 角 の 変 化 に 応 じ て 太 陽 光 を 受 光 す る 目 的 物
の 仰 角 を 日 々 少 し づ つ 繰 り 返 し 変 化 さ せ る こ と で 、 パ ワ ー や ス ト ロ ー ク の 不 足 を 補 い な が
ら 、 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 せ ず 、 目 的 物 を 太 陽 仰 角 の 異 な る 夏 、 冬 の 季 節 に 応 じ た 適 切 な
位 置 に 確 実 に 移 動 さ せ る 事 を 可 能 に し た 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に お い て は 、 次 の よ う に し て 前 記 課 題 を 解 決 す る 。
（ １ ） 季 節 に よ る 太 陽 仰 角 の 変 化 に 自 動 的 に 追 尾 さ せ て 、 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 仰 角
を 制 御 す る 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 を 設 け る 。 上 記 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に は 、 太 陽 光 を 集 光 す
る 集 光 手 段 と 、 該 集 光 手 段 に よ り 集 光 さ れ た 太 陽 熱 に よ り 伸 縮 す る 熱 変 形 部 材 と 、 該 熱 変
形 部 材 の 伸 縮 に よ り 生 ず る 往 復 動 を 一 方 向 の 回 転 運 動 に 変 換 す る 往 復 動 － 回 転 運 動 変 換 手
段 と か ら 構 成 さ れ る セ ン サ 兼 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 と 、 上 記 往 復 動 － 回 転 運 動 変 換 手 段 に よ
り 得 ら れ た 回 転 運 動 を 、 駆 動 軸 を 介 し て 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 に 伝 達 し 、 太 陽 エ ネ ル ギ
ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 変 化 さ せ る 駆 動 機 構 と 、 上 記 駆 動 機 構 に 設 け ら れ 、 上 記 太 陽
エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 が 所 定 値 に 達 し た と き 、 上 記 回 転 運 動 の 伝 達 を 制 限 す
る 手 段 と を 設 け る 。
　 一 方 、 上 記 集 光 手 段 は 、 一 日 の 内 の あ る 特 定 の 時 間 帯 に お け る 太 陽 高 度 が 、 予 め 定 め ら
れ た 範 囲 内 に あ る と き 、 太 陽 光 が 上 記 熱 変 形 部 材 に 集 光 し 該 熱 変 形 部 材 を 加 熱 す る よ う に
配 置 さ れ 、 一 日 内 に お け る 上 記 熱 変 形 部 材 の 加 熱 と 冷 却 に よ り 上 記 熱 変 形 部 材 を 伸 縮 さ せ
、 こ の 伸 縮 に よ り 生 ず る 往 復 動 に よ り 上 記 駆 動 軸 を 単 位 量 ず つ 回 転 さ せ 、 上 記 太 陽 エ ネ ル
ギ ー 利 用 機 器 の 仰 角 を 変 化 さ せ る 。
（ ２ ） 上 記 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に は 、 上 記 集 光 手 段 と 熱 変 形 部 材 と 往 復 動 － 回 転 運 動 変 換
手 段 か ら 構 成 さ れ る セ ン サ 兼 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 を ２ 組 設 け る 。
　 そ し て 、 一 方 の セ ン サ 兼 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 に よ り 上 記 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽
へ の 仰 角 を 第 １ の 方 向 に 変 化 さ せ 、 他 方 の セ ン サ 兼 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 に よ り 上 記 太 陽 エ
ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 第 ２ の 方 向 に 変 化 さ せ る 。
（ ３ ） 上 記 往 復 動 － 回 転 運 動 変 換 手 段 は 、 熱 変 形 部 材 の 伸 縮 に 応 じ て 往 復 動 す る 爪 部 材 と
、 該 爪 部 材 が 第 １ の 方 向 に 動 く と き 、 該 爪 部 材 に よ り 送 ら れ て 駆 動 軸 を 単 位 量 回 転 さ せ 、
該 爪 部 材 が 第 ２ の 方 向 に 動 く と き は 上 記 駆 動 軸 を 回 転 さ せ な い よ う に 構 成 さ れ た 歯 車 部 材
と を 有 す る 。
（ ４ ） 上 記 集 光 手 段 は 、 上 記 往 復 動 － 回 転 運 動 変 換 手 段 に よ り 得 ら れ た 回 転 運 動 に よ り 、
太 陽 を 追 尾 す る よ う に 駆 動 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 本 発 明 に お い て は 、 以 下 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
（ １ ） 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 は 、 一 日 内 に お け る 熱 変 形 部 材 の 往 復 動 に よ り 駆 動 軸
を 単 位 量 ず つ 回 転 さ せ 、 当 該 回 転 運 動 を 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 に 伝 達 し て 、 当 該 太 陽 エ
ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 変 化 さ せ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に
よ れ ば 、 太 陽 仰 角 の 変 化 を 日 々 少 し づ つ 繰 り 返 し 追 う こ と で 、 パ ワ ー や ス ト ロ ー ク の 不 足
を 補 い な が ら 、 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 せ ず 、 目 的 物 （ 例 え ば 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ） を 適 切 な
位 置 に 確 実 に 移 動 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
（ ２ ） 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 は 、 一 方 の セ ン サ 兼 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 に よ り 太 陽 エ
ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 第 １ の 方 向 に 変 化 さ せ 、 他 方 の セ ン サ 兼 ア ク チ ュ エ ー
タ 機 構 に よ り 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 第 ２ の 方 向 に 変 化 さ せ る 。 従 っ て
、 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に よ れ ば 、 例 え ば 太 陽 仰 角 が 上 昇 す る 夏 期 に 太 陽 エ ネ ル ギ
ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 上 昇 さ せ 、 太 陽 仰 角 が 下 降 す る 冬 期 に 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機
器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 下 降 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 当 該 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 に
お け る 太 陽 エ ネ ル ギ ー の 利 用 効 率 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
（ ３ ） 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 は 、 熱 変 形 部 材 の 伸 縮 に 応 じ て 往 復 動 す る 爪 部 材 が 第
１ の 方 向 に 動 く と き 、 該 爪 部 材 に よ り 歯 車 部 材 を 送 っ て 駆 動 軸 を 単 位 量 回 転 さ せ 、 該 爪 部
材 が 第 ２ の 方 向 に 動 く と き は 、 上 記 駆 動 軸 を 回 転 さ せ な い よ う に す る 。 従 っ て 、 本 発 明 の
太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に よ れ ば 、 一 日 内 に お け る 熱 変 形 部 材 の 往 復 動 に よ り 駆 動 軸 を 単 位 量
ず つ 回 転 さ せ て 、 当 該 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 少 し ず つ 変 化 さ せ る こ と
が 可 能 と な る 。
（ ４ ） 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 が 備 え る 集 光 手 段 は 、 往 復 動 － 回 転 運 動 変 換 手 段 に よ
り 得 ら れ た 回 転 運 動 に よ り 駆 動 さ れ 、 太 陽 を 追 尾 す る よ う に 、 そ の 仰 角 が 変 化 す る 。
　 従 っ て 、 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に よ れ ば 、 例 え ば 太 陽 仰 角 が 上 昇 す る 夏 期 に 太 陽
エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 上 昇 さ せ る と と も に 、 集 光 手 段 が 、 当 該 上 昇 す る 太
陽 仰 角 を 追 尾 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に よ れ ば 、 例 え ば 、
太 陽 仰 角 が 下 降 す る 冬 期 に 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 の 太 陽 へ の 仰 角 を 下 降 さ せ る と と も に
、 集 光 手 段 が 、 当 該 下 降 す る 太 陽 仰 角 を 追 尾 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 目 的 物 （ 例 え
ば 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ） を 、 よ り 少 な い パ ワ ー で 、 比 較 的 長 い 期 間 を か け て 適 切 な 位 置 に 確
実 に 移 動 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 の 平 面 図 の 例 を 示 す 図 、 図 ２ は 図 １ に 示 す 太 陽 光 自
動 追 尾 装 置 の 立 面 面 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ （ Ａ ） は 、 図 １ に 示 す 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置
を 視 点 Ａ － Ａ か ら 見 た 図 、 図 ２ （ Ｂ ） は 、 図 １ に 示 す 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 を 視 点 Ｂ Ｂ か ら
見 た 図 で あ る 。
　 図 １ 、 図 ２ に 示 す 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に お い て 、 １ は 太 陽 電 池 パ ネ ル 、 ２ － １ 、 ２ － ２
は 集 光 ミ ラ ー 、 ３ － １ 、 ３ － ２ は 形 状 記 憶 合 金 ば ね 、 ４ － １ 、 ４ － ２ は バ イ ア ス ば ね 、 ５
－ １ 、 ５ － ２ は 往 復 軸 、 ６ － １ 、 ６ － ２ は ラ ッ チ 、 ７ は ウ ォ ー ム ギ ア 、 ８ は 駆 動 軸 、 ９ は
追 尾 用 回 転 軸 で あ る 。
　 太 陽 電 池 パ ネ ル １ は 、 太 陽 光 を 採 光 し て 発 電 す る 太 陽 エ ネ ル ギ ー 利 用 機 器 で あ る 。 太 陽
電 池 パ ネ ル １ は 、 後 述 す る 追 尾 用 回 転 軸 ９ に 設 置 さ れ て お り 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ の 回 転 に 伴
っ て 回 動 す る 。
　 本 実 施 の 形 態 に お け る 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 、 ２ － ２ は 、 例 え ば 平 板 状 の ミ ラ ー を 例 え ば 円
弧 状 に 歪 曲 さ せ た ミ ラ ー （ 樋 状 ミ ラ ー と い う ） で あ り 、 太 陽 光 を 集 光 す る 集 光 手 段 で あ る
。 な お 、 集 光 手 段 と し て は 、 上 記 樋 状 の ミ ラ ー の ほ か 、 後 述 す る よ う に レ ン ズ 、 凹 面 鏡 、
フ レ ネ ル レ ン ズ な ど で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 、 ２ － ２ は 、 一 日 の 内 の あ る 特 定 の 時 間 帯 に お け る 太 陽 高 度 が 、 予 め
決 め ら れ た 範 囲 内 に あ る と き 、 太 陽 光 が 、 後 述 す る 第 １ 、 第 ２ の 熱 変 形 部 材 （ 形 状 記 憶 合
金 ば ね ３ － １ 、 ３ － ２ ） に 集 光 し 該 熱 変 形 部 材 を 加 熱 す る よ う に 配 置 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-324387 A 2007.12.13



　 例 え ば 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ は 、 太 陽 の 仰 角 （ 太 陽 光 の 照 射 方 向 の 地 表 面 に 対 す る 傾 き ）
が 比 較 的 高 い 範 囲 内 で あ る 時 期 （ 夏 に 近 い 時 期 ） に 太 陽 光 を 上 記 第 １ の 熱 変 形 部 材 上 に 集
光 さ せ 、 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ は 、 太 陽 の 仰 角 が 比 較 的 低 い 範 囲 内 で あ る 時 期 （ 冬 に 近 い 時 期
） に 太 陽 光 を 上 記 第 ２ 熱 変 形 部 材 上 に 集 光 さ せ る 。
　 こ こ で 、 集 光 ミ ラ ー の 中 心 部 分 の 反 射 面 に 垂 直 な 直 線 （ 法 線 ） の 地 表 面 に 対 す る 傾 き を
仰 角 と 呼 ぶ こ と と す る と 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ と 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ は 、 異 な っ た 時 期 に 太 陽
光 を 上 記 第 １ 、 第 ２ の 熱 変 形 部 材 上 に 集 光 さ せ る よ う に 、 例 え ば 仰 角 を 異 な ら せ て 設 置 さ
れ る 。
　 す な わ ち 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ に よ り 集 光 さ れ た 光 が 上 記 第 １ の 熱 変 形 部 材 に 照 射 さ れ る
時 期 （ 季 節 ） に は 、 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ に よ り 集 光 さ れ た 光 が 上 記 第 ２ の 熱 変 形 部 材 に 照 射
さ れ ず 、 ま た 、 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ に よ り 集 光 さ れ た 光 が 上 記 第 ２ の 熱 変 形 部 材 に 照 射 さ れ
る 時 期 （ 季 節 ） に は 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ に よ り 集 光 さ れ た 光 が 上 記 第 １ の 熱 変 形 部 材 に 照
射 さ れ な い よ う に す る 。
　 な お 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ と 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ の 仰 角 を 等 し く し て も 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １
， ２ － ２ に 対 す る 第 １ の 熱 変 形 部 材 、 第 ２ の 熱 変 形 部 材 の 設 置 位 置 を 調 整 す れ ば 、 異 な っ
た 時 期 に 太 陽 光 を 上 記 第 １ 、 第 ２ の 熱 変 形 部 材 上 に 集 光 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 以 下 の 説 明 で は 、 説 明 の 便 宜 上 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ を 夏 用 集 光 ミ ラ ー 、 集 光 ミ ラ
ー ２ － ２ を 冬 用 集 光 ミ ラ ー と 記 述 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ 、 ３ － ２ は 、 形 状 記 憶 合 金 を 成 形 し た ば ね で あ り 、 そ れ ぞ れ 、
一 方 端 が 往 復 軸 ５ － １ 、 ５ － ２ に 連 結 さ れ 、 他 方 端 は 支 柱 ５ － ３ ， ５ － ４ に 固 定 さ れ て い
る 。 ま た 、 上 記 往 復 軸 ５ － １ ， ５ － ２ の 他 方 端 は バ イ ア ス ば ね ４ － １ ， ４ － ２ に 連 結 さ れ
、 バ イ ア ス ば ね ４ － １ ， ４ － ２ の 他 方 端 は 支 柱 ５ － ５ ， ５ － ６ に 固 定 さ れ て い る 。
　 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ 、 ３ － ２ は 、 例 え ば 、 Ｎ Ｔ （ ニ ッ ケ ル ・ チ タ ン ） 合 金 等 か ら な
り 、 そ れ ぞ れ 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 、 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ の 焦 点 位 置 ま た は 焦 点 位 置 の
近 傍 に 配 置 さ れ 、 太 陽 光 の 集 光 に よ っ て 所 定 の 温 度 ま で 加 熱 さ れ る と 収 縮 す る 。
　 す な わ ち 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ 、 ３ － ２ は 、 集 光 手 段 （ 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 、 冬
用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ ） に よ り 集 光 さ れ た 太 陽 熱 に よ り 伸 縮 す る 熱 変 形 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 バ イ ア ス ば ね ４ － １ 、 ４ － ２ は 、 伸 縮 可 能 な ば ね で あ り 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ， ３
－ ２ が 加 熱 さ れ て い な い と き 縮 ん で お り 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ， ３ － ２ が 加 熱 さ れ る
と 形 状 記 憶 合 金 の 収 縮 力 に よ り 伸 び る 。
　 す な わ ち 、 一 日 の あ る 時 間 帯 に 太 陽 が 予 め 設 定 さ れ た 高 度 と な る と 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２
－ １ ま た は 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ に よ り 集 光 さ れ た 光 が 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ま た は
３ － ２ に 照 射 さ れ 、 こ れ に よ り 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ま た は ３ － ２ が 加 熱 さ れ て 形 状
記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ， ３ － ２ が 縮 む 。 そ し て 、 太 陽 高 度 が 上 記 高 度 か ら 外 れ る と 、 形 状 記
憶 合 金 ば ね ３ － １ ま た は ３ － ２ に は 集 光 光 が 照 射 さ れ な く な り 冷 却 さ れ 伸 び る 。
　 こ の よ う に 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ま た は ３ － ２ が 加 熱 及 び 冷 却 さ れ て 伸 縮 す る こ と
に よ っ て 往 復 軸 ５ － １ は 、 図 １ の 上 下 方 向 に 往 復 動 す る 。 ま た 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － ２
が 加 熱 及 び 冷 却 さ れ て 伸 縮 す る こ と に よ っ て 往 復 軸 ５ － ２ は 、 図 １ の 上 下 方 向 に 往 復 動 す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 爪 部 材 ６ ａ を 有 す る ラ ッ チ ６ － １ 、 ６ ー ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 往 復 軸 ５ － １ 、 ５ － ２ に 取 り
付 け ら れ 、 往 復 軸 ５ － １ 、 ５ － ２ の 一 日 内 に お け る 往 復 動 に よ っ て 、 ラ ッ チ ６ － １ 、 ６ ー
２ が 図 ２ に 示 す 歯 車 １ ０ － １ 、 １ ０ － ２ を 、 そ れ ぞ れ あ る １ 方 向 に １ 単 位 量 送 る （ 回 転 さ
せ る ） 。
　 図 ２ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 両 端 が 支 柱 ８ － １ ， ８ － ２ に 回 転 可 能 の 軸 支 さ れ た 駆
動 軸 ８ に 、 歯 車 １ ０ － １ が 取 り 付 け ら れ 、 上 記 ラ ッ チ ６ － １ が 往 復 動 す る こ と に よ っ て 、
該 ラ ッ チ ６ － １ の 爪 部 材 ６ ａ と 歯 車 １ ０ － １ の 歯 が 係 合 し 、 駆 動 軸 ８ は あ る 一 方 向 に １ 単
位 量 回 転 す る 。
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　 例 え ば 、 往 復 軸 ５ － １ に 設 置 さ れ た ラ ッ チ ６ － １ が 図 ２ （ Ａ ） の 右 方 向 に 移 動 す る こ と
に よ っ て 、 爪 部 材 ６ ａ が 歯 車 １ ０ － １ の 歯 と 係 合 し 、 歯 車 １ ０ － １ が 、 時 計 回 り の 方 向 に
単 位 量 回 転 す る 。 な お 、 ラ ッ チ ６ － １ が 図 ２ （ Ａ ） の 左 方 向 に 移 動 す る 場 合 に は 、 爪 部 材
６ ａ が 回 動 す る の で 歯 車 １ ０ － １ の 歯 と 係 合 せ ず 、 歯 車 １ ０ － １ は 回 転 し な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 図 ２ （ Ｂ ） 中 に 示 す 歯 車 １ ０ － ２ も 上 記 駆 動 軸 ８ に 取 り 付 け ら れ 、 歯 車 １ ０ － １
と 同 様 に 、 ラ ッ チ ６ － ２ の 往 復 運 動 に よ っ て 、 あ る 一 方 向 に １ 単 位 量 回 転 し 、 駆 動 軸 ８ を
回 転 さ せ る 。
　 こ こ で 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － ２ は 、 駆 動 軸 ８ に 対 し て 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ の 反 対
側 に 設 け ら れ て お り 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － ２ が 加 熱 さ れ 収 縮 す る と 、 ラ ッ チ ６ － ２ は 図
１ の 上 方 向 に 移 動 す る 。 ラ ッ チ ６ － ２ の 爪 部 材 ６ ａ の 向 き 、 歯 車 １ ０ － ２ の 歯 の 形 状 は 、
形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － ２ が 上 記 の よ う に 加 熱 さ れ 収 縮 し た と き 、 歯 車 １ ０ － ２ が 、 歯 車 １
０ － １ の 回 転 方 向 と は 逆 方 向 に １ 単 位 量 回 転 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 す な わ ち 、 ラ ッ チ ６ － ２ の 爪 部 材 ６ ａ の 向 き 、 歯 車 １ ０ － ２ の 歯 の 形 状 は 、 図 ２ （ Ａ ）
に 示 し た ラ ッ チ ６ － １ の 爪 部 材 ６ ａ の 向 き 、 歯 車 １ ０ － １ の 歯 の 形 状 を 左 右 逆 転 さ せ た 状
態 で 取 り 付 け ら れ 、 ラ ッ チ ６ － ２ が 往 復 運 動 し た と き 、 歯 車 １ ０ － ２ の 回 転 方 向 は 、 歯 車
１ ０ － １ の 回 転 方 向 と は 逆 方 向 に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 太 陽 電 池 パ ネ ル １ が 取 り 付 け ら れ た 追 尾 用 回 転 軸 ９ の 一 方 端 は 支 柱 ９ － １ に 回 転 可 能 に
軸 支 さ れ 、 他 方 端 は 同 様 に 図 示 し な い 支 柱 に よ り 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ て お り 、 上 記 駆 動 軸
８ と 追 尾 用 回 転 軸 ９ の 間 に は ウ オ ー ム ギ ア ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 駆 動 軸 ８ が 回
転 し 、 ウ ォ ー ム ギ ア ７ の 歯 車 が 回 転 す る こ と に よ っ て 追 尾 用 回 転 軸 ９ は 回 転 す る 。
　 こ こ で 、 後 述 す る よ う に 、 上 記 追 尾 用 回 転 軸 ９ に は 、 予 め 設 定 さ れ た 角 度 以 上 回 転 し な
い よ う に リ ミ ッ タ が 設 け ら れ る 。
　 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す 例 で は 、 ウ ォ ー ム ギ ア ７ の 歯 を 一 部 欠 い て 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ の 回 転 の
リ ミ ッ タ と し て い る 。 従 っ て 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ に 設 置 さ れ た 太 陽 電 池 パ ネ ル １ は 、 駆 動 軸
８ が 回 転 し て い て も 、 当 該 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 太 陽 へ の 仰 角 が 所 定 値 に 達 す る と 、 回 動 を
停 止 す る 。
　 以 上 の よ う に 、 ラ ッ チ ６ － １ と 歯 車 １ ０ － １ の 組 、 及 び 、 ラ ッ チ ６ － ２ と 歯 車 １ ０ － ２
の 組 は 、 そ れ ぞ れ 、 熱 変 形 部 材 の 伸 縮 に よ り 生 ず る 往 復 動 を 一 方 向 の 回 転 運 動 に 変 換 す る
往 復 動 － 回 転 運 動 変 換 手 段 と し て 機 能 し 、 ウ ォ ー ム ギ ア ７ は 、 歯 車 １ ０ － １ ま た は 歯 車 １
０ － ２ の 回 転 に よ っ て 生 じ る 駆 動 軸 ８ の 回 転 運 動 を 追 尾 用 回 転 軸 ９ に 伝 達 す る 。
　 駆 動 軸 ８ は 、 歯 車 １ ０ － １ ま た は 歯 車 １ ０ － ２ の 回 転 に 伴 っ て 回 転 す る 軸 で あ る 。 追 尾
用 回 転 軸 ９ は 、 ウ ォ ー ム ギ ア ７ を 介 し て 伝 達 さ れ た 駆 動 軸 ８ の 回 転 運 動 に よ っ て 回 転 し 、
太 陽 電 池 パ ネ ル １ を 回 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 に 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 の 動 作 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 太 陽 の 仰 角 が 低 い 冬 期 に 近 い 時 期 に は 、 例 え ば 、 日 中 、 太 陽 光 が 図 ２ （ Ａ ） に 示 す 冬 用
集 光 ミ ラ ー ２ － ２ に よ っ て 集 光 さ れ 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － ２ が 加 熱 さ れ て 収 縮 す る 。 形
状 記 憶 合 金 ば ね ３ － ２ が 収 縮 す る と 、 往 復 軸 ５ － ２ が 移 動 し 、 往 復 軸 ５ － ２ に 設 置 さ れ て
い る ラ ッ チ ６ － ２ が 、 歯 車 １ ０ － ２ を １ 単 位 量 回 転 さ せ る 。 歯 車 １ ０ － ２ が 回 転 す る と 、
駆 動 軸 ８ が 回 転 す る 。 そ し て 、 駆 動 軸 ８ の 回 転 運 動 が ウ ォ ー ム ギ ア ７ を 介 し て 追 尾 用 回 転
軸 ９ に 伝 達 さ れ 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ が 回 転 す る 。 追 尾 用 回 転 軸 ９ が 回 転 す る こ と に よ っ て 、
追 尾 用 回 転 軸 ９ に 設 置 さ れ た 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 仰 角 が 小 さ く な る 。
　 一 方 、 当 該 日 に お い て 、 太 陽 の 仰 角 が 下 が り 、 太 陽 光 が 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ に よ っ て
集 光 さ れ な く な る と 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － ２ が 冷 却 さ れ る 。 そ の 結 果 、 形 状 記 憶 合 金 ば
ね ３ － ２ は 収 縮 し な く な り 、 バ イ ア ス ば ね ４ － ２ に 引 っ 張 ら れ て 伸 長 す る 。 な お 、 こ の 場
合 、 前 述 し た よ う に 駆 動 軸 ８ は 回 転 し な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 太 陽 の 仰 角 が 高 い 夏 期 に 近 い 時 期 に は 、 例 え ば 、 日 中 、 太 陽 光 が 図 １ に 示 す 夏 用 集 光 ミ
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ラ ー ２ － １ に よ っ て 集 光 さ れ 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ が 加 熱 さ れ て 収 縮 す る 。 形 状 記 憶
合 金 ば ね ３ － １ が 収 縮 す る と 、 往 復 軸 ５ － １ が 移 動 す る 。 そ の 結 果 、 往 復 軸 ５ － １ に 設 置
さ れ て い る ラ ッ チ ６ － １ が 、 図 ２ （ Ｂ ） 中 に 示 す 歯 車 １ ０ － １ を １ 単 位 量 回 転 さ せ る 。
　 そ の 結 果 、 駆 動 軸 ８ が 回 転 す る 。 そ し て 、 駆 動 軸 ８ の 回 転 運 動 が ウ ォ ー ム ギ ア ７ を 介 し
て 追 尾 用 回 転 軸 ９ に 伝 達 さ れ 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ が 回 転 す る 。 追 尾 用 回 転 軸 ９ が 回 転 す る こ
と に よ っ て 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ に 設 置 さ れ た 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 仰 角 が 大 き く な る 。 一 方 、
当 該 日 に お い て 、 太 陽 の 仰 角 が 下 が り 、 太 陽 光 が 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ に よ っ て 集 光 さ れ
な く な る と 、 図 １ 中 に 示 す 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ が 冷 却 さ れ る 。 そ の 結 果 、 形 状 記 憶 合
金 ば ね ３ － １ は 収 縮 し な く な り 、 バ イ ア ス ば ね ４ － １ に 引 っ 張 ら れ て 伸 長 す る 。 な お 、 こ
の 場 合 、 前 述 し た よ う に 駆 動 軸 ８ は 回 転 し な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 が 、 図 １ 中 に 示 し た よ う に 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３
－ １ と 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － ２ を 備 え て い た が 、 こ れ ら に 代 え て 、 熱 変 形 部 材 と し て 例
え ば 、 バ イ メ タ ル 、 次 の 説 明 す る ワ ッ ク ス エ レ メ ン ト な ど 、 加 熱 冷 却 に よ り 伸 縮 す る 他 の
手 段 を 用 い て も よ い 。
　 図 ３ に 上 記 ワ ッ ク ス エ レ メ ン ト の 一 例 を 示 す 。
　 ワ ッ ク ス エ レ メ ン ト は 、 加 熱 さ れ る こ と に よ っ て 膨 張 す る 熱 変 形 部 材 で あ る 。 図 ３ （ Ａ
） に 、 ワ ッ ク ス エ レ メ ン ト の 外 観 図 の 一 例 を 示 す 。 同 図 に お い て 、 ２ １ は カ ッ プ 、 ２ ２ は
キ ャ ッ プ 、 ２ ３ は ピ ス ト ン で あ る 。
　 図 ３ （ Ｂ ） に 上 記 ワ ッ ク ス エ レ メ ン ト の 内 部 構 造 の 一 例 を 示 す 。 図 ３ （ Ｂ ） に お い て 、
２ ４ は ワ ッ ク ス 、 ２ ５ は 座 板 で あ り 、 ワ ッ ク ス ２ ４ は 加 熱 に よ っ て 膨 張 す る 素 材 で あ る 。
　 座 板 ２ ５ は ワ ッ ク ス ２ ４ が カ ッ プ ２ １ か ら 漏 れ な い よ う に カ ッ プ ２ １ を シ ー ル し て い る
。 カ ッ プ ２ １ が 加 熱 さ れ て い な い 場 合 、 図 ３ （ Ｂ ） 中 の 左 図 に 示 す よ う に 、 ピ ス ト ン ２ ３
は カ ッ プ ２ １ 内 部 に 深 く 入 り 込 ん だ 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 カ ッ プ ２ １ が 加 熱 さ れ る と 、 カ ッ プ ２ １ 内 の ワ ッ ク ス ２ ４ が 膨 張 し 、 図 ３ （ Ｂ ） 中 の 右
図 に 示 す よ う に 、 ピ ス ト ン ２ ３ を 上 昇 さ せ る 。 ピ ス ト ン ２ ３ は 、 カ ッ プ ２ １ が 加 熱 さ れ て
い な い 状 態 か ら 図 ３ （ Ｂ ） 中 に 示 す の 幅 Ｈ だ け 上 昇 す る 。 ま た 、 カ ッ プ ２ １ が 冷 却 さ れ る
と 、 カ ッ プ ２ １ 内 の ワ ッ ク ス ２ ４ が 収 縮 し 、 ピ ス ト ン ２ ３ が 、 前 述 し た 図 ３ （ Ｂ ） の 左 図
に 示 す よ う な 状 態 に 戻 る 。
　 上 記 ワ ッ ク ス エ レ メ ン ト を 前 記 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ， ３ － ２ の 代 わ り に 使 用 し 、 ワ
ッ ク ス エ レ メ ン ト の ピ ス ト ン ２ ３ の 往 復 動 を 、 往 復 軸 ５ － １ （ ５ － ２ ） に 伝 達 す る こ と に
よ っ て 、 往 復 軸 ５ － １ （ ５ － ２ ） を 往 復 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ は 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ ， ２ － ２ に よ る 太 陽 光 の 集 光 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の
例 で は 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 、 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ が 前 記 し た 樋 状 ミ ラ ー で あ る 場 合
に つ い て 説 明 す る 。
　 太 陽 の 高 度 が 高 い 時 は 、 図 ４ （ Ａ ） 中 に 示 す よ う に 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ が 太 陽 光 を
集 光 す る 。 当 該 太 陽 光 が 集 光 す る こ と に よ っ て 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ の 焦 点 位 置 の 近 傍
に 配 置 さ れ た 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ が 加 熱 さ れ る 。 一 方 、 図 ４ （ Ｃ ） 中 に 示 す よ う に 、
冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ は 太 陽 光 を 集 光 せ ず 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － ２ は 加 熱 さ れ な い 。
　 太 陽 の 高 度 が 低 い 時 は 、 図 ４ （ Ｂ ） 中 に 示 す よ う に 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ は 太 陽 光 を
集 光 せ ず 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ は 加 熱 さ れ な い 。 一 方 、 図 ４ （ Ｄ ） 中 に 示 す よ う に 、
冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ が 太 陽 光 を 集 光 す る 。 当 該 太 陽 光 が 集 光 す る こ と に よ っ て 、 冬 用 集
光 ミ ラ ー ２ － ２ の 焦 点 位 置 の 近 傍 に 配 置 さ れ た 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － ２ が 加 熱 さ れ る 。
　 こ こ で 、 前 記 追 尾 用 回 転 軸 ９ を 所 望 量 以 上 回 転 さ せ る た め に は 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ －
１ ， ３ － ２ が 加 熱 冷 却 に よ り 伸 縮 す る 日 数 を あ る 程 度 以 上 確 保 す る 必 要 が あ る 。
　 そ こ で 、 例 え ば 図 ４ （ Ａ ） 、 （ Ｄ ） に 示 す よ う に 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ， ３ － ２ を 集
光 ミ ラ ー ２ － １ ， ２ － ２ に よ る 集 光 点 位 置 よ り 、 集 光 ミ ラ ー に 近 い 位 置 に 設 置 す る 。 こ れ
に よ り 、 太 陽 高 度 が 少 し 変 わ っ て も 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ， ３ － ２ に 集 光 光 が 照 射 さ
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れ る こ と と な り 、 伸 縮 す る 日 数 を あ る 程 度 以 上 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 な お 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ， ３ － ２ を 集 光 ミ ラ ー ２ － １ ， ２ － ２ に 近 づ け れ ば 近 づ
け る ほ ど 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ， ３ － ２ に 集 光 光 が 照 射 さ れ る 日 数 は 増 加 す る が 、 照
射 さ れ る 光 強 度 は 弱 く な る 。 し た が っ て 、 集 光 光 が 照 射 さ れ る 日 数 を 増 加 さ せ る に は 、 集
光 ミ ラ ー の 大 き さ を 大 き く す る 必 要 が 生 ず る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 集 光 手 段 と し て 樋 状 の ミ ラ ー を 用 い る 場 合 に つ い て 説 明 し た が
、 太 陽 光 を 集 光 さ せ る 機 能 を 有 す る も の で あ れ ば 、 そ の 他 の 光 学 部 材 を 用 い る こ と も で き
る 。
　 図 ５ 及 び 図 ６ は 、 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に 適 用 す る こ と が で き る 集 光 手 段 の 例 を
示 す 図 で あ る 。
　 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 が 備 え る 集 光 手 段 （ 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 、 ２ － ２ ） は 、 前 述
し た 図 ２ （ Ｂ ） 中 に 示 す よ う な 樋 状 の ミ ラ ー で あ っ て も よ い が 、 図 ５ （ Ａ ） 中 に 示 す よ う
な 凹 面 鏡 で あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 が 備 え る 集 光 手 段 と し て 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 、 ２ －
２ に 代 え て 、 図 ５ （ Ｂ ） 中 に 示 す 凸 レ ン ズ １ １ を 用 い て も よ い 。 集 光 手 段 と し て 、 前 述 し
た 樋 状 ミ ラ ー を 用 い る と 集 光 点 は 線 状 と な る の で 、 前 記 形 状 記 憶 合 金 ば ね の よ う に 線 状 の
も の を 加 熱 す る の に 適 し て い る 。 一 方 、 凹 面 鏡 、 凸 レ ン ズ を 用 い る と 集 光 点 は 点 状 と な る
の で 、 前 記 し た ワ ッ ク ス エ レ メ ン ト の よ う に 移 動 方 向 の 長 さ が あ ま り 長 く な い も の を 加 熱
す る の に 適 し て い る 。
　 さ ら に 、 集 光 手 段 と し て 、 図 ６ （ Ａ ） 中 に 示 す よ う な フ レ ネ ル レ ン ズ 、 図 ６ （ Ｂ ） 中 に
示 す よ う な 非 結 像 フ レ ネ ル レ ン ズ 、 又 は 、 図 ６ （ Ｃ ） 中 に 示 す よ う な 非 結 像 レ ン ズ を 用 い
て も よ い 。 な お 、 図 ６ （ Ａ ） 中 に 示 す フ レ ネ ル レ ン ズ の 集 光 点 は 、 黒 く 塗 り つ ぶ し た 部 分
に 示 す よ う に 、 一 点 で あ り 、 図 ６ （ Ｂ ） 中 に 示 す 非 結 像 フ レ ネ ル レ ン ズ 及 び 図 ６ （ Ｃ ） 中
に 示 す 非 結 像 レ ン ズ の 集 光 点 は 、 黒 く 塗 り つ ぶ し た 部 分 に 示 す よ う に 、 線 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ７ は 、 太 陽 仰 角 の 変 化 と 太 陽 電 池 パ ネ ル の 太 陽 へ の 仰 角 の 変 化 と の 関 係 例 を 示 す 図 で
あ り 、 同 図 に よ り 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に お け る 太 陽 電 池 パ ネ ル １
の 太 陽 へ の 追 尾 に つ い て 説 明 す る 。
　 例 え ば 、 太 陽 仰 角 が 約 ３ ２ 度 か ら 約 ４ ５ 度 の 期 間 に 、 冬 用 駆 動 機 構 が 動 作 し 、 太 陽 仰 角
が 約 ５ ５ 度 か ら 約 ７ ５ 度 の 期 間 に 、 夏 用 駆 動 機 構 が 動 作 す る よ う に 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ －
１ と 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ の 仰 角 を 予 め 調 整 し て お く 。
　 例 え ば 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ の 仰 角 を 約 ４ ０ 度 、 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ の 仰 角 を 約 ６
５ 度 に 調 整 す る 。 冬 用 駆 動 機 構 と は 、 例 え ば 、 図 １ ま た は 図 ２ に 示 す 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ －
２ 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － ２ 、 往 復 軸 ５ － ２ 、 ラ ッ チ ６ － ２ 、 歯 車 １ ０ － ２ 、 駆 動 軸 ８ 、
ウ ォ ー ム ギ ア ７ か ら な る 、 冬 期 に 図 ２ （ Ｂ ） 中 に 示 す ウ ォ ー ム ギ ア ７ の 歯 車 を 回 転 さ せ て
太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 太 陽 へ の 仰 角 を 下 降 さ せ る 駆 動 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 夏 用 駆 動 機 構 と は 、 例 え ば 、 図 １ ま た は 図 ２ に 示 す 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 、 形 状
記 憶 合 金 ば ね ３ － １ 、 往 復 軸 ５ － １ 、 ラ ッ チ ６ － １ 、 歯 車 １ ０ － １ 、 駆 動 軸 ８ 、 ウ ォ ー ム
ギ ア ７ か ら な る 、 夏 期 に 図 ２ （ Ｂ ） 中 に 示 す ウ ォ ー ム ギ ア ７ の 歯 車 を 回 転 さ せ て 太 陽 電 池
パ ネ ル １ の 太 陽 へ の 仰 角 を 上 昇 さ せ る 駆 動 機 構 で あ る 。
　 ま た 、 こ の 例 で は 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す ウ ォ ー ム ギ ア ７ の 歯 を 一 部 欠 い て 、 追 尾 用 回 転 軸
９ の 回 転 の リ ミ ッ タ と す る こ と に よ り 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 追 尾 角 度 が 例 え ば ３ ２ 度 以 下
に 下 降 し な い よ う に し 、 ま た 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 追 尾 角 度 が 例 え ば ７ ０ 度 以 上 に 上 昇 し
な い よ う に 予 め 調 整 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ７ 中 の 点 線 は 太 陽 仰 角 を 示 し 、 実 線 は 追 尾 角 度 （ 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 太 陽 へ の 仰 角 ）
を 示 す 。 太 陽 仰 角 が 約 ３ ２ 度 で あ る １ 月 か ら 太 陽 仰 角 が 約 ４ ５ 度 （ 図 ７ 中 の 点 Ｆ に 対 応 す
る 太 陽 仰 角 ） と な る ３ 月 中 旬 ま で の 期 間 は 、 冬 用 駆 動 機 構 が 動 作 す る 。
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　 し か し 、 こ の 時 期 、 追 尾 角 度 は 下 限 の ３ ２ 度 に 達 し て お り 、 前 述 し た 追 尾 用 回 転 軸 ９ の
回 転 の リ ミ ッ タ が 作 動 す る の で 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 追 尾 角 度 は 約 ３ ２ 度 以 下 に 下 降 し な
い 。 そ の 結 果 、 １ 月 ～ ４ 月 ま で の 間 は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 追 尾 角 度 は 約 ３ ２ 度 の ま ま 推
移 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 太 陽 仰 角 が 約 ５ ５ 度 （ 図 ７ 中 の 点 Ａ に 対 応 す る 太 陽 仰 角 ） ま で 上 昇 す る と 、 夏 用 駆 動 機
構 が 動 作 を 開 始 し 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 追 尾 角 度 が 上 昇 し 始 め る 。 図 ７ 中 に 示 す よ う に 、
太 陽 仰 角 は 夏 至 の 頃 に 最 大 の 仰 角 に 到 達 し 、 夏 至 の 頃 以 降 下 降 す る 。 夏 用 駆 動 機 構 は 、 太
陽 仰 角 が 約 ５ ５ 度 か ら 約 ７ ５ 度 ま で の 期 間 （ 点 Ａ か ら 点 Ｂ ま で の 期 間 、 及 び 、 点 Ｃ か ら 点
Ｄ ま で の 期 間 ） 動 作 す る 。
　 し か し 、 上 述 し た 追 尾 用 回 転 軸 ９ の 回 転 の リ ミ ッ タ が 作 動 す る の で 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １
の 追 尾 角 度 は 、 当 該 約 ７ ０ 度 以 上 に は 上 昇 し な い 。 そ の 結 果 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 追 尾 角
度 は 、 ６ 月 か ら １ ０ 月 中 旬 頃 ま で 約 ７ ０ 度 の ま ま 推 移 す る 。
　 そ の 後 、 太 陽 仰 角 が 、 約 ４ ５ 度 （ 図 ７ 中 の 点 Ｅ に 対 応 す る 太 陽 仰 角 ） ま で 下 降 す る と 、
冬 用 駆 動 機 構 が 動 作 を 開 始 し 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 追 尾 角 度 が 下 降 し 始 め る 。 そ し て 、 太
陽 電 池 パ ネ ル １ の 追 尾 角 度 が 約 ３ ２ 度 に 到 達 す る と 、 上 述 し た 追 尾 用 回 転 軸 ９ の 回 転 の リ
ミ ッ タ が 作 動 し 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 追 尾 角 度 は 、 約 ３ ２ 度 の ま ま 推 移 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 構 成 の も の に 限 定 さ れ な い 。 図 １
、 図 ２ に 示 し た も の で は 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 、 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ の 仰 角 は 固 定 で
あ っ た が 、 後 述 す る 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 が 、 追 尾 用 回 転 軸 ９
に よ っ て 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 及 び 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ を 太 陽 電 池 パ ネ ル １ と 連 動 さ
せ て 回 動 さ せ る 構 成 を 採 っ て も よ い 。
　 す な わ ち 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 連 動 さ せ て 、 太 陽 を 追 尾 す る よ う に 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ －
１ 及 び 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ の 仰 角 を 変 え 、 太 陽 高 度 が 変 わ っ て も 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３
－ １ ， ３ － ２ に 集 光 光 が 照 射 さ れ る よ う に 構 成 す る 。 な お 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ は そ の
仰 角 が 大 き く な る よ う に 、 ま た 、 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ は そ の 仰 角 が 小 さ く な る よ う に 太
陽 を 追 尾 す る の で 、 例 え ば 春 か ら 夏 に か け て 太 陽 高 度 が 上 昇 し て い る 時 は 夏 用 集 光 ミ ラ ー
２ － １ が 太 陽 を 追 尾 し 、 夏 か ら 秋 に か け て 太 陽 高 度 が 低 下 し 始 め る と 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２
－ １ に 代 わ っ て 、 冬 用 集 光 ミ ラ ー が 太 陽 を 追 尾 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ８ は 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 の 平 面 図 の 他 の 例 を 示 す 図 、 図 ９ は 図 ８ に 示 す 太 陽
光 自 動 追 尾 装 置 の 立 面 面 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ９ （ Ａ ） は 、 図 ８ に 示 す 太 陽 光 自 動
追 尾 装 置 を 視 点 Ａ － Ａ か ら 見 た 図 、 図 ９ （ Ｂ ） は 、 図 ８ に 示 す 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 を 視 点
Ｂ Ｂ か ら 見 た 図 で あ る 。
　 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 に お い て は 、 横 板 ５ － ７ 、 ５ － ９ が 、 支 柱 ５ －
３ 及 び ５ － ６ に 固 定 さ れ て お り 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ が 横 板 ５ － ７ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た
、 横 板 ８ － ３ が 、 支 柱 ５ － ４ 及 び ５ － ６ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 横 板 ８ － ４ が 、 支 柱 ５
－ ３ 及 び ５ － ５ に 固 定 さ れ て い る 。 図 ９ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 駆 動 軸 ８ は 横 板 ８ － ４ に 設
け ら れ た 穴 に 貫 通 し 、 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 同 様 に 、 こ こ で の 図 示 を 省 略 す る が 、
駆 動 軸 ８ は 、 横 板 ８ － ３ に 設 け ら れ た 穴 に 貫 通 し 、 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 横 板 ５ －
８ は 、 支 柱 ５ － ４ 及 び ５ － ５ に 固 定 さ れ て い る 。 同 様 に 、 こ こ で の 図 示 を 省 略 す る が 、 支
柱 ５ － ４ 及 び ５ － ５ に は 、 横 板 ５ － ８ と 平 行 な 位 置 に 他 の 横 板 が 固 定 さ れ て い る 。
　 図 ９ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ は 、 一 方 端 が 支 柱 ９ － １ に 固 定 さ れ 、 他 方 端
が 支 柱 ９ － ２ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ９ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ は 、 横
板 ５ － ９ に 設 け ら れ た 穴 に 貫 通 し て お り 、 横 板 ５ － ９ は 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ を 中 心 に 回 転 可
能 に 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 ウ ォ ー ム ギ ア ７ の 歯 車 は 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ に 固 定 さ れ て お り
、 回 転 し な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 し た 横 板 ５ － ７ 、 ５ － ８ 、 ５ － ９ 、 ８ － ３ 、 ８ － ４ 、 横 板 ５ － ８ と 平 行 な 位 置 に 支
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柱 ５ － ５ 、 ５ － ４ に 固 定 さ れ た 他 の 横 板 と 、 支 柱 ５ － ３ 、 ５ － ４ 、 ５ － ５ 、 ５ － ６ と 駆 動
軸 ８ と か ら 構 成 さ れ る 部 材 （ 以 下 、 可 動 部 材 と い う ） は 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ を 中 心 に し て 回
動 可 能 で あ る 。 ま た 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 、 ２ － ２ は 、 上 記 可 動 部 材 に 固 定 さ れ て い る 。 上
述 し た よ う に 、 ウ ォ ー ム ギ ア ７ の 歯 車 は 回 転 し な い の で 、 駆 動 軸 ８ が 回 転 す る と 、 可 動 部
材 全 体 が 追 尾 用 回 転 軸 ９ を 中 心 に 回 動 し て 、 可 動 部 材 に 固 定 さ れ た 太 陽 電 池 パ ネ ル １ が 回
動 す る と と も に 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 、 ２ － ２ が 太 陽 電 池 パ ネ ル １ と 連 動 し て 回 動 す る 。
　 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す よ う な 構 成 を 採 る 場 合 、 例 え ば 、 太 陽 の 高 度 が 高 い 夏 期 に お い て は
、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 太 陽 へ の 仰 角 が 上 昇 す る と と も に 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ が 、 当 該
上 昇 す る 太 陽 仰 角 を 追 尾 す る 。 ま た 、 太 陽 の 高 度 が 低 い 冬 期 に お い て は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル
１ の 太 陽 へ の 仰 角 が 下 降 す る と も に 、 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ が 、 当 該 下 降 す る 太 陽 仰 角 を
追 尾 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ０ は 、 上 述 し た よ う に 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 が 、 図 １ 中 に 示 す 追 尾 用 回 転 軸 ９ に よ っ
て 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 及 び 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ を 太 陽 電 池 パ ネ ル １ と 連 動 と し て 回
動 さ せ る 構 成 を 採 る 場 合 に お け る 、 太 陽 仰 角 の 変 化 と 太 陽 電 池 パ ネ ル の 太 陽 へ の 仰 角 の 変
化 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
　 こ の 例 で は 、 太 陽 の 高 度 が 高 い 夏 期 に お い て は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 太 陽 へ の 仰 角 が 上
昇 す る と と も に 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ が 太 陽 仰 角 を 追 尾 す る 。 ま た 、 太 陽 の 高 度 が 低 い
冬 期 に お い て は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 太 陽 へ の 仰 角 が 下 降 す る と と も に 、 冬 用 集 光 ミ ラ ー
２ － ２ が 太 陽 仰 角 を 追 尾 す る 。 ま た 、 こ の 例 で は 、 夏 用 駆 動 機 構 が 動 作 す る 太 陽 仰 角 と 冬
用 駆 動 機 構 が 動 作 す る 太 陽 仰 角 と の 差 が 約 １ ０ 度 と な る よ う に 、 調 整 し て お く 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 太 陽 仰 角 が 上 昇 し て 図 １ ０ 中 の 点 Ａ に 到 達 す る と 、 夏 用 駆 動 機 構 が 動 作 を 開 始 す る と と
も に 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ が 、 当 該 上 昇 す る 太 陽 仰 角 を 追 尾 す る 。 そ の 結 果 、 太 陽 電 池
パ ネ ル １ の 太 陽 へ の 仰 角 が 上 昇 す る 。 太 陽 仰 角 は 夏 至 の 頃 に 最 大 の 仰 角 （ 点 Ｂ に 対 応 す る
太 陽 仰 角 ） に 到 達 し 、 夏 至 の 頃 以 降 下 降 し 始 め る 。 太 陽 仰 角 が 約 １ ０ 度 下 降 し て 点 Ｃ に 到
達 す る と 、 冬 用 駆 動 機 構 が 動 作 を 開 始 す る と と も に 、 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ が 、 当 該 下 降
す る 太 陽 仰 角 を 追 尾 す る 。 そ の 結 果 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 太 陽 へ の 仰 角 が 下 降 す る 。 図 １
０ 中 に 示 す 例 で は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 追 尾 角 度 が 約 ３ ６ 度 以 下 に な ら な い よ う に 、 ま た
、 約 ７ ２ 度 以 上 に な ら な い よ う に 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ の 回 転 の リ ミ ッ タ を 作 動 さ せ て い る 。
　 な お 、 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 が 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ に よ っ て 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 及 び 冬
用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ を 太 陽 電 池 パ ネ ル １ と 連 動 と し て 回 動 さ せ る 構 成 を 採 る 場 合 に お い て
、 ウ ォ ー ム ギ ア ７ の 歯 を 欠 く こ と な く 、 追 尾 用 回 転 軸 ９ の 回 転 の リ ミ ッ タ を 作 動 さ せ な い
構 成 を 採 っ て も よ い 。
　 上 述 し た よ う に 、 夏 用 集 光 ミ ラ ー ２ － １ 及 び 冬 用 集 光 ミ ラ ー ２ － ２ を 太 陽 電 池 パ ネ ル １
と 連 動 と し て 回 動 さ せ る 構 成 を 採 る 場 合 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ ， ２ － ２ が 太 陽 光 を 追 尾 す る
の で 、 形 状 記 憶 合 金 ば ね ３ － １ ， ３ － ２ を 集 光 ミ ラ ー ２ － １ ， ２ － ２ の 集 光 点 位 置 の 近 く
に 配 置 し て も 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ ， ２ － ２ が 太 陽 光 を 追 尾 し て い る 期 間 、 形 状 記 憶 合 金 ば
ね ３ － １ ， ３ － ２ に は 繰 り 返 し 集 光 光 が 照 射 さ れ る 。 こ の た め 、 前 記 図 １ に 示 し た 実 施 形
態 に お け る 集 光 ミ ラ ー よ り 、 集 光 ミ ラ ー ２ － １ ， ２ － ２ の 大 き さ を 小 さ く し て も 、 形 状 記
憶 合 金 ば ね ３ － １ ， ３ － ２ を 伸 縮 さ せ る パ ワ ー を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 を 太 陽 電 池 パ ネ ル 面 の 太 陽 光 へ の 追 尾 に 適 用 す る 場 合 に
つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ の 他 の 太 陽 光 利 用 機 器 の 太 陽 光 追 尾 に も 同 様 に 適 用 す る こ
と が で き る 。
　 例 え ば 、 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 を 自 然 光 を 建 築 物 内 部 に 導 き 建 築 物 内 部 を 照 明 す
る 光 ダ ク ト 装 置 に 適 用 し 、 光 を 光 ダ ク ト 内 に 取 り 込 む た め の 反 射 鏡 を 本 発 明 の 太 陽 光 自 動
追 尾 装 置 に よ り 駆 動 す る こ と で 、 効 果 的 に 太 陽 光 を 光 ダ ク ト 内 に 取 り 込 む こ と が で き る 。
　 ま た 、 例 え ば 太 陽 光 を 利 用 し た 温 水 設 備 等 に お い て も 、 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 を
用 い る こ と で 、 太 陽 電 池 パ ネ ル と 同 様 に 効 果 的 に 太 陽 光 を 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 の 平 面 図 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 の 立 面 面 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ワ ッ ク ス エ レ メ ン ト の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 集 光 ミ ラ ー に よ る 太 陽 光 の 集 光 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 が 備 え る 集 光 手 段 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 が 備 え る 集 光 手 段 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 太 陽 仰 角 の 変 化 と 太 陽 電 池 パ ネ ル の 太 陽 へ の 仰 角 の 変 化 と の 関 係 例 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 の 平 面 図 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 太 陽 光 自 動 追 尾 装 置 の 立 面 面 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 太 陽 仰 角 の 変 化 と 太 陽 電 池 パ ネ ル の 太 陽 へ の 仰 角 の 変 化 と の 関 係 の 別 の 例 を 示
す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 １ 　 太 陽 電 池 パ ネ ル
　 ２ － １ 、 ２ － ２ 　 集 光 ミ ラ ー
　 ３ － １ 、 ３ － ２ 　 形 状 記 憶 合 金 ば ね
　 ４ － １ 、 ４ － ２ 　 バ イ ア ス ば ね
　 ５ － １ 、 ５ － ２ 　 往 復 軸
　 ５ － ３ 、 ５ － ４ 、 ５ － ５ 、 ５ － ６ 、 ９ － １ 、 ９ － ２ 　 支 柱
　 ５ － ７ 、 ５ － ８ 、 ５ － ９ 、 ８ － ３ 、 ８ － ４ 　 横 板
　 ６ － １ 、 ６ － ２ 　 ラ ッ チ
　 　 ７ 　 ウ ォ ー ム ギ ア
　 　 ８ 　 駆 動 軸
　 　 ９ 　 追 尾 用 回 転 軸
　 １ ０ － １ 、 １ ０ － ２ 　 歯 車
　 １ １ 　 凸 レ ン ズ
　 ２ １ 　 カ ッ プ
　 ２ ２ 　 キ ャ ッ プ
　 ２ ３ 　 ピ ス ト ン
　 ２ ４ 　 ワ ッ ク ス
　 ２ ５ 　 座 板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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